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１

ペ
ー
ジ

規
　
則

◯
秋
田
県
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
条
例
施
行
規
則
（
四
五
・
観
光
課
）
…
…
…
１

秋
田
県
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
四
十
五
号

秋
田
県
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
秋
田
県
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
条
例
（
平
成
十
八
年
秋

田
県
条
例
第
七
十
七
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
使
用
時
間
等
）

第
二
条

秋
田
県
田
沢
湖
ス
キ
ー
場
（
以
下
「
ス
キ
ー
場
」
と
い
う
。
）

（
ス
キ
ー
場
の
駐
車
場
（
以
下
「
駐
車
場
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の

使
用
時
間
は
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
と
す
る
。

２

駐
車
場
の
供
用
時
間
は
、
午
前
零
時
か
ら
午
後
十
二
時
ま
で
と
す
る
。

３

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
に
定
め
る
使
用
時

間
及
び
前
項
に
定
め
る
供
用
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
駐
車
の
拒
否
）

第
三
条

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
駐
車

場
の
利
用
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
発
火
性
又
は
引
火
性
の
物
品
を
積
載
し
て
い
る
と
き
。

二
　
駐
車
場
の
設
備
を
き
損
し
、
又
は
汚
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

三
　
駐
車
場
の
構
造
上
駐
車
さ
せ
る
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
と

き
。

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
駐
車
場
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
。

（
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
四
条

条
例
第
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

並
び
に
電
話
番
号

二
　
会
議
室
の
区
分

三
　
使
用
目
的
、
使
用
年
月
日
、
使
用
時
間
及
び
使
用
人
員

四
　
申
請
の
年
月
日

２

条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
使
用
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

並
び
に
電
話
番
号

二
　
使
用
し
よ
う
と
す
る
土
地
、
建
物
又
は
駐
車
場
の
別

三
　
使
用
場
所
及
び
使
用
面
積

四
　
使
用
目
的
、
使
用
年
月
日
、
使
用
時
間
及
び
使
用
人
員

五
　
対
価
の
有
無

六
　
申
請
の
年
月
日

３

知
事
は
、
ス
キ
ー
場
の
使
用
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、
使
用
の
許
可
を
し
な
い
も
の
と
す
る
。

一
　
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
。

二
　
ス
キ
ー
場
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

（
使
用
料
の
減
免
の
申
請
）

第
五
条

条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

並
び
に
電
話
番
号

二
　
使
用
年
月
日
及
び
使
用
時
間

三
　
納
入
す
べ
き
額

四
　
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
額
及
び
理
由

五
　
申
請
の
年
月
日

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
時
間
等
）

第
六
条

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
ス
キ
ー
場
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に

行
わ
せ
る
場
合
（
以
下
「
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
」
と
い

う
。
）
の
ス
キ
ー
場
（
駐
車
場
を
除
く
。
）
の
使
用
時
間
及
び
駐
車
場
の

供
用
時
間
は
、
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第

二
条
第
一
項
に
定
め
る
使
用
時
間
及
び
同
条
第
二
項
に
定
め
る
供
用
時
間

を
基
準
と
し
て
指
定
管
理
者
が
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
受
け
て
定
め

る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す

る
。

２

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
二
条
第
三
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
管
理

者
」
と
す
る
。

３

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
使
用
時
間
及
び
供
用
時
間
を

定
め
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
を
変
更
し
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
を
変
更
し
た
と

き
は
、
そ
の
使
用
時
間
及
び
供
用
時
間
を
ス
キ
ー
場
の
入
口
そ
の
他
公
衆

の
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
必
要
な
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
駐
車
の
拒
否
）

第
七
条

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
知
事
」
と
あ
る
の
は
、
「
指
定
管
理

者
」
と
す
る
。

（
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
場
合
の
使
用
の
許
可
の
申
請
等
）

第
八
条

条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
条

例
第
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
指
定
管
理
者
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
条
例
第

二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
使
用
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
指

定
管
理
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
に
申
請
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

指
定
管
理
者
は
、
ス
キ
ー
場
の
使
用
が
第
四
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
使
用
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
使
用
の
許
可
の

申
請
に
係
る
手
続
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
周
知
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
利
用
料
金
の
承
認
の
申
請
）

第
九
条

指
定
管
理
者
は
、
条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
料

金
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
使
用
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご

と
の
利
用
料
金
の
額
並
び
に
そ
の
算
定
の
根
拠
を
記
載
し
た
申
請
書
を
知

事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
則
）

第
十
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ

せ
る
場
合
の
ス
キ
ー
場
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
指
定
管
理
者
が

あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
受
け
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当

該
事
項
の
う
ち
知
事
が
軽
微
な
も
の
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該

承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規
　
　
　
　
　
　
則
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２

（
秋
田
県
営
田
沢
湖
高
原
駐
車
場
条
例
施
行
規
則
の
廃
止
）

２

秋
田
県
営
田
沢
湖
高
原
駐
車
場
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
秋
田

県
規
則
第
五
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
準
備
行
為
）

３

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
使
用
時
間
及
び
供
用
時
間
の
承
認
並
び

に
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
ス
キ
ー
場
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
の
承
認

に
関
す
る
手
続
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

４

条
例
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
利
用
料
金
の
承
認
の
申
請
は
、
第
九

条
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
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